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≪幹事会のうごき≫  平成 28年 12月 9日（金）15:00～17:00に一般財団法人日本水産油脂協会新館において 

平成 28年度第 8回幹事会が開催された。 

・設立 20周年として学術文献リスト CDを総会時に配付することにした。 

・次年度総会講演会、公開講演会について、意見が交わされた。 

株式会社明治  岡部 正明 

 

今年は設立 20 周年を記念して、DHA・EPA 協議会がこれまでに紹介してきた学術文献をリスト化して会員の皆

様にお配りする予定です。そこで今回は、DHA・EPA 研究の進歩を振り返るために、DHA、EPA に関する論文が毎

年何報発表されていたかを調べてみました。調査方法は、「DHA または Docosahexaenoic acid」、「EPA または

Eicosapentaenoic acid」をタイトルまたはアブストラクトに含む論文の数を PubMedで検索しました。以下に 2001年

以降の DHA、EPAの論文数をグラフで示します。 

  

DHA論文数                 EPA論文数 

DHA についての論文数は、2001 年は 300 ほどでしたが、その後右肩上がりに増えていき、2013 年には初めて

1,000 報を超えています。2014 年、2015 年は少し論文数が減りましたが、2016 年は 1,200 報を超え、過去最大の

論文数となりました。 

EPAについての論文数は、2001年は 350ほどで、DHAの論文と同様に増加し、2013年には 1,000報を超えて

います。2014年、2015年は少し論文数が減りましたが、2016年は 1,100報を超え、やはり過去最大の論文数とな

りました。 

早くも 2017年の論文も発表されているようです。論文数が年々増え続けているのは、DHA、EPAの価値が認め

られている証拠なのでしょう。 
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